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〜先端研のＡＩ技術で「歩きスマホゼロ」を目指します〜

技術開発の背景・目的

ＡＩがあなたの歩きスマホを注意
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●中部電⼒（株）では、「歩きスマホゼロ」を目指
した取組みを通じて、転落・墜落や転倒・激突等
の災害の未然防止を図っております。

●それに貢献するため、今回構築した「歩きスマホ
検知装置」は、ＡＩがカメラ画像からリアルタイ
ムに歩きスマホの状態を検知し、合成音声により
本人へ注意喚起します。（画像はシステム内部で
処理し、外部に転送しません）

●装置導入の課題である、ユーザーニーズ（検知技
術）の反映、早期導入、低コスト導入を解決すべ
く、先端研にて設計・制作した内製システムです。
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●検知技術︓物体検出ＡＩモデルを歩きスマホ検知
⽤に改良しました。研究所員が実際に歩きスマホ
をしている動画を撮影し、教師データとして学習
させました。

●早期導入︓ＡＩ処理・音声出⼒等を⾏うシステム
は、先端研が保有する汎⽤ＡＩ活⽤フレームワー
クを適⽤し、開発時間を大幅に削減しました。

●低コスト導入︓装置は市販品を組合わせて構築し
ました。ＡＩおよびシステムのプログラムは、
オープンソースを活⽤した自社開発です。

●2023年6月末より本店の従業員通用口に設置し、
検知した画像を保存し再度学習させることで、検
知ＡＩのアップデート等の性能向上に取組んでい
ます。

●聞き取ったニーズと課題に対して、バランスを調
整し解決する研究開発を目指します。

●装置による注意喚起が、歩きスマホの習慣を⾒直
すきっかけになれば幸いです。
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